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KDDI株式会社 先端技術研究本部 宮地 悟史

オール光ネットワーク (APN)

グローバル標準化への取り組み
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2総務省 Beyond 5G推進戦略2.0 – AI社会を支えるデジタルインフラ像

出典： 総務省「AI社会を支える次世代情報通信基盤の 実現に向けた戦略」 概要（令和6年8月30日）
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3当社の取り組み

AI社会を支えるデジタルインフラの実現を目指し “オール光ネットワーク共通基盤技術” の研究開発に参画

分散AIデータセンターと利用者の間を様々な事業者のオール光ネットワークで高品質に繋ぐ

⚫ プログラム名

NICT 革新的情報通信技術（Beyond 
5G（6G））基金事業 社会実装・海外展
開志向型戦略的プログラム（共通基盤技
術確立型）

⚫ 受託者

日本電信電話(代表提案者)、KDDI、
富士通、日本電気、楽天モバイル

⚫ 研究開発期間

2024年度～2028年度

研究開発概要

(a) 光ネットワーク
フェデレーション技術

(b) サブチャネル
回線交換技術

(c) 分散型ROADM
技術

テーマ2: オール光ネットワーク
共通基盤技術の研究開発
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テーマ1: オール光ネットワークの全体的なアーキテクチャの策定

当社参画テーマ

出典： KDDIニュースリリース https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-297_3554.html
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データセンター相互接続、基地局設備共用構築、災害時等の迂回路設定、等を想定。

異なる事業者間のAPNの協調接続（フェデレーション）の実現に向けた取り組みを行う。

テーマ2(a) 光ネットワークフェデレーション技術の研究開発

複数事業者を横断する高品質なオール光ネットワークを実現

事業者A
APN

事業者B
APN

APN-BG APN-BGFDN-GW FDN-GW

コントローラ
(APN-C, BG-C)

コントローラ
(APN-C, BG-C)

オーケストレータ オーケストレータ
API API

①全体アーキテクチャ

②ボーダーGWコントローラ

③光NWサービスオーケストレータ

① 事業者間APN接続のアーキテクチャ策定（標準構成、APIなど）

② APN間を接続するノード（Border Gateway）の機能開発

③ APN接続の調停・制御を行うオーケストレータの開発
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5オール光ネットワーク共通基盤技術ユースケース例 （その１）

想定ユースケース① ユーザ拠点からの複数データセンターへのアクセス

遠隔地にある複数のデータセンターの計算資源を目的に応じて利用し、機動的なAI開発を実現

出典： 総務省 技術戦略委員会 資料49-2 「オール光ネットワーク共通基盤技術WG取りまとめ概要」
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6オール光ネットワーク共通基盤技術ユースケース例 （その２）

想定ユースケース② モバイルフロントホールへの適用

モバイル通信に対する需要拡大に対応した基地局ネットワークの運用におけるコストの低廉化を実現

出典： 総務省 技術戦略委員会 資料49-2 「オール光ネットワーク共通基盤技術WG取りまとめ概要」
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7AI社会を支えるデジタルインフラ実現に向けた研究開発と標準化

分散データセンタ環境の実現

日本全国AI時代への備え

• 20３０年のAI社会を支えるデジタルインフラの実現（Beyond 5G推進戦略2.0）

• 日本全国でAIがストレス無く活用可能なデジタルインフラの実現

• 各地域で稼働するデータセンタ活用のための広帯域・低遅延な通信環境の実現

• 場所と電力の課題を解決するためのデータセンタの省エネ・脱炭素の実現

• 通信事業者インフラにおける広帯域、低遅延、及び、省エネ・脱炭素の促進

• 通信事業者間での連携を進化、加速することによる強靭で柔軟性のある通信環境の実現

通信事業者インフラの高度化

目指す姿の実現に向け研究開発とグローバル標準化を推進
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8標準化の類型

デジュール標準 フォーラム標準 デファクト標準

概要 標準化機関における合意を経
て制定される公的な標準

特定分野の標準化に関心があ
る企業・専門家群の合意で制
定される標準

特定企業の製品・サービスが
世界中に普及することで生ま
れる事実上の標準

団体の例 （国際標準化機関）

ISO, IEC, ITU

（地域ベース）

GB, JIS, CEN, ANSI等

3GPP
IEEE
○〇 Forum
〇〇 Consortium 等

Windows OS
Google検索
等

合意形成 あり あり なし

特徴 • 加盟国で適用される標準
• 一定の権威がある
• 審議に時間がかかる（傾向）
• 枠組みの規定に留まり、技術の

細部まで規定しないことも多い

• 加盟企業で適用される標準
• 比較的スピードが速い
• 実装に必要な詳細仕様まで規定

するケースが多い

• 合意形成のプロセスなし
• 市場での競争に勝ち残った結果

としての標準

出典： 経済産業省標準化ビジネス戦略検討スキル学習用資料「標準化の概要」より筆者加筆

デジュール標準化・フォーラム標準化両輪の推進が重要
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9デジュール標準の意義

出典：経済産業省
WTO・TBT協定 説明資料

WTO・TBT協定に基づき、国内規格は国際規格を基礎として作成しなければならない

自国の技術による囲い込みを行って他国の参入を排除することを意図した国内規格を作ることは条約に反する
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10オール光ネットワーク技術グローバル標準化への道筋の開拓

◼ KDDIより、APN技術のITU-T標準化（デジュール標準化）をIOWN Global Forum内で提案、合意 （2024/4）

◼ 国内検討体制整備のためTTCに “IOWN GF専門委員会” を設置 （2024/6）

◼ KDDIが主導し、第一弾としてITU-T SG13への新規作業アイテム（APNフレームワーク勧告案）を提案 （2024/7）

• 勧告草案： ITU-T draft Recommendation Y.L2E2net-frm

• 連名企業： KDDI、NTT、NEC、富士通、ソニー、住友電工、沖電気 （賛同表明順）

• 海外サポート国・企業： スロベニア共和国、Ericsson、Infinera

IOWN Global Forum 会合での課題抽出とデジュール標準化活動の提案 ITU-T SG13会合でのAPN標準化テーマセッションの様子（スイス・ジュネーブ）
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11新規勧告草案 ITU-T draft Rec Y.L2E2net-frm 作業開始

ITU-T SG13会合（2024/7）での英米加中韓等との個別協議を経て、最終的に作業開始への合意を取り付け

タイトル： Framework of low-latency and energy-efficient communications in integrated networking

スケジュール： 2024/12 中間会合、2025/3 SG13会合、以後数回の会合を経て、2026年内の勧告承認を目指す

想定シナリオ

オール光ネットワーク実現のための「フレームワーク」と「ハイレベル要求条件」を規定

勧告草案 ITU-T Y.L2E2net-frm 本文（冒頭部分）

ネットワーク間
オーケストレーション

データセンターの
ためのネットワーク

柔軟なネットワーク
トポロジー マルチドメイン接続
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12総務省 Beyond 5G推進戦略2.0 – APNロードマップ

本活動（APNフレーム
ワーク勧告化）により貢献

出典： 総務省「AI社会を支える次世代情
報通信基盤の 実現に向けた戦略」 概要
（令和6年8月30日）
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13オール光ネットワーク標準化推進のために

デジュール標準化に加え、個別技術をフォーラムで標準化

NW管理・制御
ビジネスモデル実装

P2MP光モジュール
アーキテクチャ

アーキテクチャ・
ユースケース

光モジュール
インターフェース

※当社がオール光ネットワーク共通基盤技術関連で参画している主なフォーラム標準化団体
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14オール光ネットワークに関する主な標準化団体

レイヤ 内容 標準化団体

Use case・要件 ユースケース、実装シナリオ等

Architecture フレームワーク、アーキテクチャ

O&M 網構成
制御管理

L2
パケット伝送
(Ethernet, MPLS-TP,
網同期等）

L1 TDM伝送
（OTN、網同期等）

L0
光ファイバ・ケーブル
光伝送システム
屋外設備

ITU-T 
SG15

IEC OIF

IEEE

IETF TMF

ONF

MEF

BBF

IOWN GF

Open 
XR 

Forum

ITU-T SG13

光技術仕様の標準化

ITU-T SG5 ITU-T SG12

ITU-T
SG2
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15研究開発と標準化 （当社想定）

Data center network
(Intra/Inter DC)

Telecom network
(Mobile FH, Backbone, etc.)

APNフレームワーク
（ITU-T SG13）

アーキテクチャ検討・実証
• 事業者間接続
• 分散データセンタ
• モバイルフロントホール等

2024 2025 2026 2027 2028 2029

APN詳細仕様
• エネルギー要件（SG5）
• 性能要件（SG12）
• 詳細仕様（SG15）
• セキュリティ要件（SG17）

APNの主要研究課題

構想実現のための機能開発
• 応用的な機能要件
• 共通基盤技術の確立

段階的な
商用化

研究開発

グローバル標準化

APN
アーキテクチャ
（SG13, 15）

フォーラム標準化団体連携（IOWN GF, Open XRF, TMF, OIF, Open ROADM, TIP等）

技術開発成果のグローバル標準化を通じた市場形成を促進
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